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過ぎゆく夏を満喫
ー納涼夏祭り in うぶゆー

　８月20日（日）、産湯海水浴場駐車場で、「納涼
夏祭り in うぶゆ 〜the end of the summer〜」
が開催されました。
　このイベントは、昨年まで「ひだかニッコリゆ
かたフェスタ」を開催していた日高町商工会青年
部が、町の活性化や観光PRのために、日高町地域
振興（株）とタッグを組んで企画。開催場所が産湯
海水浴場ということもあり、イベントに遊びに来
た浴衣姿のお客さんや、海水浴客で大いに賑わい
ました。
　射的や輪投げなどの出店が沢山あったほか、大
声コンテスト、ゆかたコンテストやクエ鍋ペアお
食事券が当たる抽選会などの催しで大盛り上が
り。最後には砂浜から花火が打ち上げられ、夏の
イベントを満喫しました。
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ねんりんピック出場！
ーゲートボール・グラウンドゴルフ表敬訪問ー

　秋田県で開催された第30回全国健康
福祉祭あきた大会（ねんりんピック秋田
2017）に出場を決めて、日高町内のチーム
が松本町長を表敬訪問しました。
　８月16日（水）にはグラウンドゴルフで
出場を決めた楠山登則さんが表敬訪問。
　ねんりんピックに加えて第30回全国グ
ラウンドゴルフ交歓島根県大会にも出場を
決めた楠山さんは「代表に選ばれたからに
は、日高町のために頑張りたい。ホールイン
ワンを一つでも多く取りたいです」と意気
込みを語ってくれました。
　また、８月21日（月）にはゲートボールで
出場を決めた原谷チームが訪問。
　県予選で見事優勝して出場を決めた原谷
チームは、松本町長から「県代表として自信
を持って頑張ってきて欲しい。素晴らしい
試合を期待しています」と激励されると、

「代表として精一杯頑張ります。予選突破を
目指します」と闘志を燃やしていました。

楠山登則さん（グラウンドゴルフ）

原谷チーム（ゲートボール）

　

８
月
10
日（
木
）、11
日（
金
）に
比
井
小
学
校（
玉
置
雅
已
校
長
）

の
児
童
24
名
が
、堺
市
立
日
高
少
年
自
然
の
家（
志
賀
小
杭
地
内
）

に
お
い
て
、１
泊
２
日
の
臨
海
学
校
に
臨
み
ま
し
た
。

　

救
命
胴
衣
を
着
て
海
に
出
た
児
童
ら
は
、同
施
設
職
員
に
説
明

を
受
け
て
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
に
挑
戦
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
船
を
漕
ぎ
、海
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、カ
レ
ー
作
り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、２

日
間
で
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
。友
達
と
協
力
し
て
過
ご
す
、

貴
重
な
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
に
挑
戦

ー
比
井
小
・
臨
海
学
校
ー
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　８月５日（土）、６日（日）に、第61回日高
町長旗争奪野球大会が開催されました。
　今年は町内から９チームが参加し、トー
ナメント方式で対戦。初日に日高町若もの
広場、美浜町第２若もの広場の２箇所で予
選を行い、２日目は勝ち抜いた４チームで
優勝を争いました。
　決勝に勝ち残ったのは、３連覇を目指す
Team比井と、これまで２回Team比井に
敗れており、今年こそ勝って優勝を目指す
荊木チーム。
　両チームともピッチャーが好投しまし
たが、初回に獲った１点を守り抜いた荊木
チームが見事優勝。雪辱を晴らしました。
　松本町長より優勝旗を手渡された森澤
洋監督は「ピッチャーの石方遙城くん、松
本篤始くんが良く投げてくれたし、皆頑
張ってくれたおかげで守り勝つことが出
来た。次回も優勝を目指します！」と、喜び
と意気込みを語ってくれました。

　

８
月
18
日（
金
）、日
高
中
学
校（
釈
野
靖
仁
校
長
）の
生

徒
50
名
が
西
山
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と
し
て

行
っ
て
お
り
、他
に
も
老
人
ホ
ー
ム
の
清
掃
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
手
伝
い
な
ど
も
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

西
山
清
掃
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
年
に
何
度

か
行
っ
て
お
り
、今
回
は
頂
上
付
近
の
清
掃
を
協
議
会
と
生

徒
が
一
緒
に
行
う
形
で
協
力
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
志
願
し
た
生
徒
た
ち
は
協
力
し
て
清

掃
を
行
い
、熱
心
に
西
山
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

ぼ
く
ら
の
町
を
綺
麗
に

ー
日
高
中
・
西
山
清
掃
ー

目指せ優勝！
ー日高町長旗争奪野球大会ー

荊木チーム

Team比井

1

2



　

広報ひだか 2017.10月号5

プールでみんなとあそぼう！
ー町民プールで三園交流会ー

　８月４日（金）、日高町町民プールで、志賀保育所（岩橋
かをる園長）、比井保育所（西本康子園長）、内原保育所

（田村真由美園長）の園児たちが、いっしょに遊んで交流
しました。
　当日は天気にも恵まれ、園児たちは普段会えない友達
との交流に大はしゃぎ。プールで自由に泳いだ後は、お
やつのジュースで水分補給し、チームでボール遊びをし
ました。
　ボール遊びは、帽子の色でチームに分かれ、プールに浮
かんだボールを拾って、水中に立てられたカゴに入れた
数を競う勝ち抜き戦。
　見事優勝した水色チームのみんなは、お手製の優勝メ
ダルを首にかけてもらい記念撮影をしました。
　園児たちは「冷たくて気持ちいい！」と大喜びし、最後
は元気にさよならの挨拶をして、また会える時を楽しみ
にしていました。

『必ずチェック  最低賃金！  使用者も  労働者も』
和歌山県最低賃金　　時間額77 7円
効力発生日　　平成29年10月1日

詳しいことは、和歌山労働局賃金室（☎073・488・1152）
または最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

廃
乾
電
池
を
回
収
し
ま
す

　

回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、回
収

袋
か
ら
取
り
出
し
て
、廃
乾
電
池
の
み

を
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
の
よ
う
に
回
収
袋
に
入
れ
た

ま
ま
で
は
、出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

回
収
袋
は
保
管
用
と
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

●
場
所
…
各
地
区
の

�

大
型
ご
み
収
集
場
所

回
収
日
…
10
月
29
日（
日
）

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、田
辺
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
３
２
３
）

も
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、現
行
の
後

納
制
度
に
代
わ
り
、保
険
料
を
後
納

で
き
る
期
間
が「
過
去
５
年
間
」に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

　
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

納
め
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
、納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

安
心
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関

窓
口
に
て
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の

届
出
印
）の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　
困
難
な
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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野
焼
き
は
法
律
で

 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風

向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。

　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、1冊目は年間1万2000円分を助成券で交付します。
　② 2冊目は同様のものを、1万円で販売します。
　  ※助成券はお一人につき、最大２冊まで
　③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成30年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方（昭和18年4月1日以前に生まれた方）
　　※（注）・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 愛あいケアタクシー ☎20・1090
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739・
　72・2133港タクシー ☎65・3100

介護タクシーふくしん ☎20・5272

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

保
育
料
が

　

無
料
に
な
り
ま
す

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
三
子
以
降
の
保
育
料
が

�
無
料
に
な
り
ま
す

　

保
育
所
入
所
に
か
か
る
保
育
料
は
、

年
齢
制
限
な
し
で
、第
三
子
以
降
の
子

ど
も
を
対
象
に
無
料
に
な
り
ま
す
。

病
院
内
保
育
所
や
町
外
の
幼
稚
園
な

ど
へ
の
通
園
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

第
三
子
以
降
に
か
か
る
保
育
料
無

料
化
の
適
用
を
う
け
る
た
め
に
は
、

役
場
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

既
に
申
請
済
み
、も
し
く
は
保
育

料
が
０
円
の
場
合
は
、新
た
に
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、対
象
と
な

る
子
ど
も
が
い
て
、ま
だ
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、住
民
福
祉
課（
☎

６
３
・
３
８
０
０
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
は

 

浄
化
槽
の
日

　

下
水
道（
集
落
排
水
処
理
施
設
）と

同
じ
く
、家
庭
で
使
用
し
た
水
を
綺

麗
に
し
て
く
れ
る
浄
化
槽
で
す
が
、

水
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、維

持
管
理
が
必
要
で
す
。浄
化
槽
法
と

い
う
法
律
で「
保
守
点
検
」「
清
掃
」

「
水
質
検
査
」が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。適
正
な
浄
化
槽
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
、詳
し
く
は

上
下
水
道
課（
☎
６
３
・
３
８
０
５
）

ま
で
。

公益財団法人和歌山市町村振興会
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
は
、住
民
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
聞
き
し
て
、公
平
・
中
立
な
立

場
か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す

る
役
目
で
す
。

　

ご
相
談
は
、口
頭
、電
話
、手
紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
声
を

 

お
寄
せ
く
だ
さ
い

10
月
16
日
〜
22
日
は

�

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

行政相談委員
（総務大臣委嘱）
嶋田　敏さん

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、土
地
の

売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、買

主
は
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、土

地
の
利
用
目
的
や
取
引
価
格
等
を
書

い
た
土
地
売
買
等
届
出
書
を
、役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
高
町
で
は
、１
万
平
方
㍍
以
上

の
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
届
出
が
必

要
で
す
。１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方

㍍
以
上
の
取
引
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方
㍍
に

満
た
な
く
て
も
、複
数
の
筆
の
面
積

を
合
算
す
る
と
１
万
平
方
㍍
以
上
の

ひ
と
ま
と
ま
り
の
土
地
に
な
る
場
合

や
、以
前
に
こ
の
届
出
を
行
っ
た
土

地
に
隣
接
し
て
新
た
に
土
地
を
買
い

た
す
場
合
な
ど
で
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

土
地
売
買
等
届
出
書
の
用
紙
は
、総

務
政
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

土
地
の
取
引
に
は

 

届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る

�

土
地
取
引
の
届
出
制
度

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

10
月
17
日（
火
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同

相
談
所
を
日
高
町
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。

　総務省の出先機関である和歌山行政評価事
務所は、平成29年10月1日から、「和歌山行政
監視行政相談センター」へ名称を変更します。
　これからも、皆様からのご相談をお待ちし
ています。

■住所
　和歌山県和歌山市二番丁3
　和歌山地方合同庁舎3階
　※9月から新住所へと移転しました。

■電話番号（代表）
　☎073・431・8221

■行政相談受付専用（行政苦情110番）
　☎0570・090・110

和歌山行政監視行政相談センターを
よろしくお願いします
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耐震工事完了期間 固定資産税の減額期間

平成18年1月1日～
　平成21年12月31日 耐震工事完了年の翌年度から３年度分

平成22年1月1日～
　平成24年12月31日 耐震工事完了年の翌年度から２年度分

平成25年1月1日～
　平成30年3月31日 耐震工事完了年の翌年度から１年度分

住
宅
の
耐
震
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の

 

減
額
制
度

　

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

と
、そ
の
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

・
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
専
用
住
宅
、共
同
住

宅
、併
用
住
宅（
居
住
部
分
の
割

合
が
２
分
の
１
以
上
あ
る
こ
と
）

・
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

住
宅（
昭
和
56
年
６
月
１
日
施

行
の
建
築
基
準
法
）

・
１
戸
あ
た
り
の
耐
震
改
修
工

事
費
が
、補
助
金
な
ど
を
除
き

50
万
円
を
超
え
る
も
の（
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た

場
合
は
30
万
円
以
上
）

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

改
修
を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税

の
２
分
の
１（
た
だ
し
、１
戸
あ
た
り

床
面
積
１
２
０
㎡
分
に
相
当
す
る
税

額
が
限
度
と
な
り
ま
す
）

※�

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
て

改
修
し
た
場
合
は
３
分
の
２
。「
通

行
障
害
既
存
耐
震
不
適
格
建
築

物
」の
場
合
は
、工
事
が
完
了
し
た

年
の
翌
年
度
は
３
分
の
２
、翌
々

年
度
は
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

・
こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

・
新
築
住
宅
の
減
額
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
よ

る
減
額
と
同
時
に
適
用
は
で
き

ま
せ
ん

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３
・
３

８
０
２
）ま
で
。

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 
務 
課

お
知
ら
せ

■耐震工事完了の期間と固定資産税の減額期間■

※�ただし、H25年11月25日～ H30年3月31日の間に、当該住宅が建築
物の耐震改修の促進に関する法律に規定する「通行障害既存耐震不適
格建築物」であった場合は、耐震工事完了年の翌年度から2年度分

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度

　

高
齢
の
方
、障
が
い
の
あ
る
方
等

が
居
住
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、次
の

要
件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
を
行
っ
た
場
合
、住
宅
の
固
定

資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

　
《
改
修
工
事
が
平
成
28
年

�

４
月
１
日
以
降
の
場
合
》

　

・�

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上

を
経
過
し
た
住
宅（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）お
よ
び
併
用
住
宅（
居

住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
あ
る

こ
と
）

　

・�

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

　
《
改
修
工
事
が
平
成
28
年

�

３
月
31
日
以
前
の
場
合
》

　

・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か

ら
存
在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅

を
除
く
）お
よ
び
併
用
住
宅

（
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上

あ
る
こ
と
）
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■
対
象
住
宅
の
居
住
者
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
65
歳
以
上
の
方

　

・�
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方

　

・
障
が
い
の
あ
る
方

■
改
修
工
事
の
要
件

　

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
工
事
を
行
い
、補
助
金
や
介
護

保
険
か
ら
の
給
付
金
を
除
い
た
自
己

負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修

工
事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場

合
は
30
万
円
以
上
）

■
改
修
工
事
の
内
容

　

・
廊
下
の
拡
張

　

・
階
段
の
勾
配
緩
和

　

・
浴
室
の
改
良

　

・
ト
イ
レ
の
改
良

　

・
手
す
り
の
取
り
付
け

　

・
床
の
段
差
解
消　

　

・
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

　

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　

な
ど

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１

（
た
だ
し
、１
戸
あ
た
り
床
面
積
100
㎡
に

相
当
す
る
税
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

・
改
修
工
事
が
終
了
し
た

�

翌
年
度
分
の
み

■
そ
の
他

　

・�

こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

　

・�

新
築
住
宅
の
減
額
や
、耐
震
改

修
工
事
に
よ
る
減
額
と
同
時
に

適
用
は
で
き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
よ
る
減
額

と
の
同
時
適
用
は
可
能
で
す
）

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３･

３
８
０
２
）ま
で
。

住
宅
の
省
エ
ネ（
熱

損
失
防
止
）改
修
工

事
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
家
庭

部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図

る
た
め
、一
定
の
省
エ
ネ（
熱
損
失
防

止
）改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、住
宅

の
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

■
対
象
住
宅
の
要
件

　

・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を

除
く
）

　

・�

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

次
に
掲
げ
る
①
を
含
む
省
エ
ネ

改
修
工
事
が
完
了
し
た
住
宅

　
　

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　

④
外
壁
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
※�

改
修
部
分
が
、い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

　

・�
省
エ
ネ
改
修
工
事
に
要
し
た

費
用
が
、補
助
金
な
ど
を
除
き

50
万
円
を
超
え
る
も
の（
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た

場
合
は
30
万
円
以
上
）

　
　

※�

改
修
工
事
が
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
の
場
合
は
、改
修
後
の
住
宅
の
床

面
積
が
50
㎡
以
上
で
あ
る
こ
と

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
と
税
額

　

・�

住
宅（
併
用
住
宅
の
店
舗
・
事

務
所
部
分
を
除
く
）の
固
定
資

産
税
の
３
分
の
１
、認
定
長
期

優
良
住
宅
の
場
合
は
３
分
の
２

　
　
（�

但
し
、１
戸
あ
た
り
床
面
積

１
２
０
㎡
に
相
当
す
る
税
額

が
限
度
と
な
り
ま
す
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

・�

改
修
工
事
が
終
了
し
た
翌
年
度

分
の
み�

■
そ
の
他

　

・�

こ
の
制
度
に
よ
る
減
額
は
１
戸

に
つ
き
１
度
し
か
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん

　

・�

新
築
住
宅
の
減
額
や
、耐
震
改

修
工
事
に
よ
る
減
額
と
同
時
に

適
用
は
で
き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に
よ

る
減
額
と
の
同
時
適
用
は
可
能

で
す
）

■
申
告
手
続
き

　

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
、改

修
工
事
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類
等

を
添
付
の
う
え
税
務
課
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、税
務
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
６
３･

３
８
０
２
）ま
で
。
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健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

臓
器
移
植
は
、み
な
さ
ま
か
ら
善

意
の
臓
器
提
供
が
あ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
意
思
で

助
か
る
い
の
ち
が
あ

り
ま
す
。意
思
表
示

カ
ー
ド
に
ご
自
身
の

意
思
を
表
示
し
て
携

帯
す
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
健
康
推
進

課
、保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、県
庁
薬
務
課（
☎
０
７

３
・
４
４
１
・
２
６
６
３
）ま
で
。

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、早
期
治

療
が
重
要
で
す
。

　
「
目
の
愛
護
デ
ー
」を
機
会
に
目
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

ま
た
、視
覚
障
害
に
悩
む
人
が
角

膜
移
植
を
受
け
て
視
力
が
回
復
で
き

る
よ
う
に「
愛
と
健
康
の
贈
り
も
の
」

と
し
て
死
後
の
献
眼
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

献
眼
登
録
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
移
植
医

療
推
進
協
会（
☎
０
７
３･

４
２
４･

７
１
３
０
）ま
で
。

10
月
は
臓
器
移
植

 

普
及
推
進
月
間

10
月
10
日
は

 

目
の
愛
護
デ
ー

「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と

�

お
も
い
や
り
」

め
め
先
生
の
目
目
チ
ェ
ッ
ク

〜
右
目
・
左
目

�

み
て
も
ら
お
う
〜

目
の
こ
と
な
ら

お
近
く
の
眼
科
専
門
医
で
。

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
の
費
用
に

つ
い
て

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、老
人
保
健
施
設
、療
養
病

床
）に
入
所
及
び
短
期
入
所
生
活
介

護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
す
る

場
合
、施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負

担
分（
１
割
ま
た
は
２
割
）に
加
え
て

居
住
費
、食
費
、日
常
生
活
費
を
支
払

い
ま
す
。

　

居
住
費
、食
費
の
支
払
い
に
つ
い

て
、所
得（
収
入
）が
低
い
方
に
は
、所

得（
収
入
）に
応
じ
て
自
己
負
担
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

軽
減
を
受
け
る
場
合
は
必
ず
町
役

場
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
の
際
に
は
、介
護
保

険
証
、印
鑑
、施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
方
及
び
配
偶
者
の
預
貯
金
通
帳
等

の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
制
度
改
正
に

よ
り
非
課
税
年
金（
遺
族
年
金
、障
害

年
金
）も
収
入
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

※�

左
記
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

○�

対
象
者
本
人
が
住
民
税
課
税
者

の
場
合

　

○�

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
者
が

い
る
場
合

　

○�

世
帯
分
離
し
て
い
る
が
配
偶
者

が
住
民
税
課
税
の
場
合

　

○�

預
貯
金
等
が
単
身
で
１
千
万
円

超
、夫
婦
で
２
千
万
円
超
の
場

合
な
ど

　

詳
し
く
は
健
康
推
進
課（
☎
６
３･

３
８
０
１
）や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日高町地域包括支援センター
地域包括支援センターは、高齢者の生活を総合的に支えていくための機関です！

STOP　高齢者虐待!!

こんなときは一人で悩まないで

日高町地域包括支援センターへご相談ください！

高齢者
家族の暴力に耐えられない！
家族が話しをしてくれない！

子どもがくるたびに年金を持っていかれてしまう！

地域住民
近所のおばあさん最近見かけないなあ？
あのおじいさんいつも遅くまで外にいるの

心配だなあ？

ご連絡・ご相談先：日高町地域包括支援センター（健康推進課内）（☎63･3801）まで。

家族・親族
介護の負担があまりに重い！
介護が耐えられなくなりそう…
家族が虐待をしている！

介護従事者
身体に不審なアザがある！
利用者さんが急に痩せてきた！
年金があるのにお金に困っている！

です！
こん
にち
は

　

自
分
の
犬
と
他
の
人
、他
の
犬
な

ど
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、快
適
な

居
住
環
境
を
維
持
・
向
上
し
て
い
く

た
め
に
、犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
ん
尿
の
処
理

　

散
歩
の
と
き
は
必
ず
処
理
袋
を
携

行
し
、ふ
ん
は
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
排
尿
の
跡
を
水

で
洗
い
流
す
な
ど
の
配
慮
も
必
要
で

す
。�

　

日
ご
ろ
か
ら
、自
宅
で
排
泄
を
済

ま
せ
て
か
ら
散
歩
に
行
く
よ
う
な
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
ノ
ー
リ
ー
ド
で
遊
ば
せ
な
い

　

散
歩
時
だ
け
で
な
く
、公
園
な
ど

に
お
い
て
も
必
ず
犬
に
リ
ー
ド（
綱

や
鎖
）を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

放
し
飼
い
は
原
則
禁
止
と
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
な
く
、犬
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、人
に
危
害
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
中
の
他
の
犬
に
対
し
て
危
害

を
及
ぼ
す
、犬
同
士
の
ケ
ン
カ
を
止

め
に
入
っ
た
飼
い
主
を
咬
ん
で
し
ま

う
、子
供
に
対
し
て
じ
ゃ
れ
て
ケ
ガ

を
負
わ
す
な
ど
の
事
故
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

■
首
輪
等
に
身
元
の
確
認
が

�

で
き
る
も
の
を
つ
け
る

　

犬
は
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
、

火
災
な
ど
の
事
故
、外
出
・
旅
行
先

な
ど
で
飼
い
主
と
突
然
離
れ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、迷
子
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

首
輪
の
留
め
具
が
ゆ
る
ん
だ
り
、

老
朽
化
し
た
り
し
て
い
る
と
、雷
や

花
火
の
音
に
驚
き
、逃
げ
だ
し
て
迷

子
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
犬
は
自
分
で
家
に

帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

迷
子
に
な
っ
た
と
き
、首
輪
に
鑑

札
・
注
射
済
票
・
迷
子
札
等
を
つ
け

て
い
れ
ば
飼
い
主
の
元
に
戻
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

室
内
犬
・
小
型
犬
も
必
ず
身
元
確

認
が
で
き
る
も
の
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る

 

み
な
さ
ま
へ
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　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡
先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜～金曜　9：30～12：00��13：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　�（昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

JICA�ボランティア募集
　技術や経験を生かし、開発途上国の人々と共
に生活し、相互理解を図りながら行う海外での
ボランティアです。事業主体は、国際協力機構
（JICA）が実施する政府事業です。

●応募資格
　○青年海外協力隊/日系社会青年ボランティア
　　20歳～ 39歳の日本国籍を有する者
　○シニア海外ボランティア/
　　日系社会シニア・ボランティア
　　40歳～ 69歳の日本国籍を有する者

●募集期間
　○2017年9月29日（金）～ 11月1日（水）
� ※正午まで　�　

【お問い合わせ先】
　独立行政法人国際協力機構（JICA）
　JICA関西国際センター
　☎078・261・0352
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自衛官候補生採用試験のお知らせ
●身 　 　 分　特別職国家公務員
●募 集 資 格　採用予定月の1日現在、
　　　　　　　18歳以上27歳未満の男子
●試 験 期 日　平成29年10月31日（火）
●受　　　付　平成29年10月29日（日）まで
●給与・手当等

●特例退職手当：任期満了毎に特例退職手当を支給

コース
陸上自衛官

1任期目：1年9 ヶ月
2任期目：2年

海上・航空自衛官
1任期目：2年9 ヶ月

2任期目：2年
1任期 約56万円 約93万円
2任期 約142万円 約148万円

給与には、年2回のボーナスの他に、各
種手当が加算支給されます。
また、宿舎費は無料で衣・食・寝具な
ども支給または貸与されます。

曹・幹部目指し
勤務継続

民間企業に就職
（再就職支援�
� 致します）

【お問い合わせ先】
  自衛隊御坊地域事務所
  御坊市湯川町小松原410-1

　丸仁第一ビル1階
　☎23・0020

任期満了昇任昇任任官入隊
3か月

130,800円
（月額）

166,500円
（月額）

185,300円
（月額）

192,900円
（月額）

6か月 1年 3か月
選択

小学校３年生～高校生のための
冬休み海外研修交流事業

【お問い合わせ・資料請求】
公益財団法人・国際青少年研修協会
住所　〒141-0031　東京都品川区西五反田7-15-4　第三花田ビル4F
☎　03・6417・9721 FAX　03・6417・9724
E-MAIL　info@kskk.or.jp URL　http://www.kskk.or.jp

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、海外生活を通して交流を体験し、国際感覚を養
うことを目的に５コースの参加者を募集しています。事前研修会では仲間作りからサポート
いたしますので、安心してご参加ください。

日 程

12月24日（日）

〜

1月4日（木）

内 容

ホームステイ・クリスマス体験
英語研修・文化交流・地域見学

野外活動など

研修国

オーストラリア
カナダ・サイパン

フィリピン・カンボジア

※コースにより異なります  ※コースにより体験内容をお選びいただけます

自衛官任用一時金

１７６,０００円

自衛官候補生 2等陸・海・空士 1等陸・海・空士 陸・海・空士長
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～
ご
当

地鍋
日本一決定戦！～

ニ

ッポン全国鍋グ
ラン

プ
リ

九絵の町
和歌山県日

高町

天然クエ鍋（第３位）

銅の鍋賞
受賞

お申し込み
お問い合せ

クエ・フェア

※都合により出演者が変更に
　なることがあります。

おいしいイベント、たのしいイベントがいっぱい♪

産湯海水浴場駐車場 ※イベント会場周辺には駐車場がないため、
　随時阿尾漁港内からバスでご案内致します。

ところ

平成
29年10月14日土11時～15時と　き

荒天
中止

主催／九絵の町づくり推進実行委員会　〒649ｰ1213 和歌山県日高郡日高町高家６３９ｰ４（日高町商工会内）
TEL：０７３８ｰ６３ｰ３６１１　FAX：０７３８ｰ６３ｰ３４１９　■http://www2.w-shokokai.or.jp/hidaka/　■http://www.hidakaｰkue.jp/

トークショー
和歌山県住みます芸人

わんだーらんど 演　  舞 沖縄エイサー 琉風会演 奏 会 消炎鎮痛楽団

クエ
の町 和歌山県

日
高
町

みんなで
イベントに参加
しよう♪

和太鼓集団

和　響Fun×Fam 演奏会

ライブショー
和歌山初、
地域密着型アイドルグループ
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秋たけなわの今日この頃、みなさまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、地域住民間のふれあいを目的とした「ふれあい祭」を本年も開催することとなりました。
つきましては、一人でも多くの方々にご参加いただきたくご案内申し上げます。

日高町ふれあい祭実行委員会　　

１．展示会の部
①展示会日時　　　平成29年11月18日（土）　午後1時～午後5時
　　　　　　　　　平成29年11月19日（日）　午前10時～午後4時
②会　　　場　　　日高町農村環境改善センター
③出 品 部 門　　　盆栽、盆石、古木名木、生け花、写真、書道、絵画、手芸、短歌、工芸品、その他
④出 品 規 定
（イ）出品資格
　　　・町内に居住および勤務する方、または各部門責任者の認める方
（ロ）規格・点数
　　　・特に規定しないが場所・時間に支障のある場合は制限する
（ハ）出品申込〆切
　　　・10月31日（火）午後5時までに中央公民館へ
（ニ）搬入日時
　　　・11月17日（金）午前9時～午後7時（時間厳守）
（ホ）その他
　　　・作品は、展示のできるようにして出品すること（額縁・台紙等）
　　　・作品は、審査しない（出品者に記念品）
　　　・作品の制作、搬入、搬出に要する費用は自己負担とする
　　　・出品作品については、万全を期すが不慮の損害については責任を負わない
　　　・作品には、必ず名札をつけておくこと
　　　　※名札を用意して欲しい場合は、申込書提出の際に必ず申し出てください。
⑤作 品 搬 出　　　11月19日（日）　午後4時～午後5時（時間厳守）

２．芸能発表会の部
①芸能発表会日時　平成29年11月19日（日）　午後1時～午後4時
②会　　　場　　　日高町中央公民館　大会議室
③発 表 部 門　　　詩吟、舞踊、カラオケ、その他
④出 場 資 格　　　町内に居住および勤務する方、または各部門責任者の認める方
⑤出場申込〆切　　10月31日（火）午後5時までに中央公民館へ

（お問い合わせ先）　日高町中央公民館　☎63・3811

出�品�・�発�表�申�込�書

氏��名

住��所

電話番号

部　門 作品題名・発表曲目 点数・曲数 作品の大きさ・曲の長さ

（例）絵画 �水彩画「ひまわり」 1点 �縦38cm�×�横55cm

切 り 取 り 線

参加者募集！
第21回 日高町ふれあい祭
第41回 文 　 化 　 展 参加者募集！
第21回 日高町ふれあい祭
第41回 文 　 化 　 展
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８
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９
日
（
水
）

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前��9:00 〜 12:00
　午後�13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

♪♪♪10月の行事予定♪♪♪
５日（木）お散歩� 10:30〜

10日（火）子育て広場� �9:30〜11:00

18日（水）志賀保育所見学� 10:00〜

20日（金）内原保育所見学� 10:00〜

24日（火）おはなしの会� 10:30〜11:00

31日（火）M&Me�英語で遊ぼう� 10:30〜

　　　　�（ハロウィン遊び）

�４日（水）、18日（水）�休館
※第３金曜日　午後から休館

�（行事予定は、変更する場合があります）

ボール遊び大好き！赤いボールはりんご、
黄色のボールはレモン。パクパク酸っぱい！
と言って遊びました。
そして、みんなでおやすみ～☆と寝転んで
遊びました。

プール遊び�８月３日（木）

ベビーマッサージ�８月24日（木）
ボールプール遊び

おやじの会の方が絵本の読み聞かせに来
てくれました。動物が出てくる絵本や仕
掛け絵本に子供たちもにっこり。お母さ
ん用の絵本に「おへそのあな」など読ん
で頂きました。
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●暗闇のアリア （真保　裕一）

●嵯峨野花譜 （葉室　麟）

●腐れ梅 （澤田　瞳子）

●怪盗桐山の藤兵衛の正体 （佐藤　雅美）

●ノミのジャンプと銀河系 （椎名　誠）

●薫風ただなか （あさの　あつこ）

☆パーマネント神喜劇 （万城目　学）

●深海の寓話 （森村　誠一）

●政略結婚 （高殿　円）

開室日…月曜日～土曜日
　　　　　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎６３・３８１１）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

新着図書のご紹介

☆パーマネント神喜劇
 （万城目　学）
　デートの途中、突然時が止まった。動かない街
に現れたのは「神」と名乗るアヤしげな男たち…。
心ぬくもる、神頼みエンタメ。

☆おもいやりの絵本
 （ＷＩＬＬこども知育研究所）
　おもいやりを発揮するために必要な　「想像力」
「観察力」　「気づきの力」を養う本。　「かぞく」　
「友だち」　「みんな」の３章に分けて、まわりの人の
気持ちを場面ごとにわかりやすく紹介する。

《一般書》 《児童書》

など、全部で１２冊！など、全部で２３冊！

一般書 児童書
●マングローブ生態系探検図鑑

（馬場　繁幸）

●科学の実験大図鑑

（ロバート・ウィンストン）

☆おもいやりの絵本

（ＷＩＬＬこども知育研究所）

●よくわかるネット依存 （遠藤　美幸）

●ふまんがあります （ヨシタケ　シンスケ）

●もうぬげない （ヨシタケ　シンスケ）
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保健だより 

インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
インフルエンザを
　　　　　　予防しよう
～予防接種費用を助成します～～予防接種費用を助成します～

　10月からインフルエンザ予防接種が開始されます。
　日高町では、住民登録をされている65歳以上の方および１歳～18歳（子ど
も医療費受給資格を有する方）を対象に予防接種費用の一部を助成します。

【助成期間】�平成29年10月1日～平成30年1月31日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ただし、休診日を除く）

【対象となる方】
��■65歳以上の方
��　・65歳以上の方
��　・60歳以上65歳未満で、下記の障がいを有し、身体障害者手帳1級または同等と判断された方
����　（①心臓機能、②腎臓機能、③呼吸機能、④HIVによる免疫機能）

��■１歳～ 18歳のお子さま（子ども医療受給資格を有する方）
��　・1歳以上18歳以下のお子さま（平成11年4月2日～平成28年10月1日以前に生まれた方）
��　※�1歳未満（平成28年10月2日以降に生まれた方）で接種を希望される場合は、主治医と相談のうえ、
　　　健康推進課（☎63・3801）までご連絡ください

※�接種できる医療機関は、封書に同封している医療機関一覧をご覧ください
　必ず電話で予約してから、接種してください

・接種回数……1回
・接種費用……1,000円（自己負担分）

課税・非課税世帯の方 生活保護受給世帯の方

健康推進課へ
「無料接種券」
を申請してください。
（印鑑持参）

「接種依頼書」
「健康保険証」
をご持参のうえ
接種してください。

「接種依頼書」
「無料接種券」
をご持参のうえ
接種してください。

医 療機関へ予約

65歳以上の方
（定期予防接種二類対象者）

・接種回数……13歳以上は1回
��　　　　　　13歳未満は2回
・助成費用……1回につき1,000円
　　　　　　　　　　　（2回まで）

「接種助成券」をお送りします。
　（一部助成）

「接種助成券」
「健康保険証」
「母子健康手帳」
をご持参のうえ接種してください。

医 療 機 関 へ 予 約

1歳～18歳のお子さま
（助成対象者）

※�接種を勧奨するものではなく、接種の際
の費用の一部を助成するものです
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・高齢者
・妊婦
・子ども
・�COPD（慢性閉塞性肺疾患）、ぜん息、慢性心疾患、糖尿病、
腎臓病など持病のある人
＊�重症化したり、合併症を併発する危険が高くなるため、より
注意が必要です。ワクチンを接種したり、感染の疑いのある
人に近づかないなど、予防対策を徹底することが重要です。
また、初期症状が現れたらすぐに治療を受けるようにしま
しょう。

飛沫感染・・・インフルエンザに感染した人がせきやくしゃみをすると、口から出る飛沫（小さ
な水滴）に乗ってウイルスが放出されます。それが周囲の人の口や鼻から吸収さ
れて感染します。飛沫はせきをしたひとから2ｍくらいまで届きます。

接触感染・・・感染した人の手にウイルスがつき、その手が触れたドアノブやスイッチなどに他
の人が触れ、その手で口や鼻に触れることで粘膜から侵入して感染します。

インフルエンザはかぜの一種ではありません

症状が重くなりやすいハイリスクグループ

感染ルート

かぜ インフルエンザ

流行
シーズン

冬に多いが、一年を通して
かかることがある 1月～2月が流行のピーク

症状
微熱（37～38℃）
くしゃみ、鼻水、のどの痛み
などの部分的症状

38℃以上の発熱
頭痛、関節痛、筋肉痛、全身
倦怠感など

全身症状 ほぼなし 強い

経過 ゆるやかに進む 急激に進む
重症化することもある
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①流行前の予防接種
予防接種をすれば100％感染しないわけではありませんが、万が一感染し
ても重症化を防ぐことができるといわれています。とくに65歳以上の高
齢者は肺炎など合併症を起こしやすいので、できるだけ受けましょう。
ワクチンの効果持続期間は約5か月。流行前の10月中旬から12月上旬ごろ
までにすませましょう。
流行するウイルスのタイプも変わるので、毎年定期的に接種するようにし
ましょう。

②手洗い・うがい
「手洗い」と「うがい」は感染症予防の基本です。外出後は手洗いとうがいをして体についたウイ
ルスを洗い流しましょう。
うがいは、洗浄効果のほか、のどの粘膜が潤うのでウイルス防御力がアップします。
流水や石けんを使った手洗いでウイルスを除去することができます。帰宅時には流水でしっか
り洗いましょう。また、アルコール消毒も効果的です。

③湿度を保つ
空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下するため、ウイルスに感染しやすくなります。
室内では加湿器などを使って50～ 60％の湿度を保ちましょう。

④人ごみを避ける
インフルエンザが流行してきたら、人ごみへの外出を控えましょう。やむを得ず出る場合は、マ
スクをつけ、せきをしている人から離れるようにしましょう。帰宅後は手洗いを忘れずに。

□�周囲でインフルエンザが流行している
□�38℃を超す熱が続く
□�悪寒がひどい
□�ひどい関節痛や筋肉痛がある
□�全身だるい、倦怠感が続く
＊2つ以上の症状があれば感染の疑いあり！
治療に使われる抗インフルエンザウイルス薬は、発病から2日以内で
効果を発揮します。できるだけ早めに医療機関を受診しましょう。

かかってしまったら、他の人にうつさないことが大切です。
・�せき、くしゃみが出る時は、ティッシュなどで口と鼻をおさえます。他の人から顔をそむけ１
ｍ以上離れましょう。
・�鼻汁、たんなどを含んだティッシュはすぐにごみ箱（できればふた付き）に捨て、ウイルスがつ
いた手は早く洗い流しましょう。
・くしゃみやせきが出たり、感染の疑いがある時はマスクをつけましょう。

かからないようにするために

インフルエンザセルフチェック

大切な心配り「咳エチケット」

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）
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○ �マダニは比較的大型（吸血前で約0.5cm）のダニで、主に森林や草地等の屋外に生息して
おり、日本では全国的に分布しています。

○ �マダニの生息場所に立ち入り、病原体を保有するマダニに咬まれた場合には、感染により日
本紅斑熱や重症熱性血小板減少症候群（SFTS）などを発病し、重症化することがあります。

○ �本県でも、日本紅斑熱や重症熱性血小板減少症候群（SFTS）が毎年報告されています。
○ �日常生活において、ヒトからヒトへの感染は起こりません。
○ �野山に出かけるときは、ダニに咬まれないように注意しましょう。
　※マダニは、衣類や寝具に発生するヒョウダニなど家庭内に生息するダニとは異なります。

（厚生労働省ホームページより）

【ダニに咬まれないためのポイント】
① �帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻くなど、肌の露出を少なくしま
しょう

② �長袖、長ズボンを着用し、シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴
下や長靴の中に入れましょう

③サンダル等は避け、足を完全に覆う靴を履きましょう
④マダニを発見しやすくするため、明るい色の服を着ましょう
⑤DEET（虫よけ剤の成分）を含む虫よけスプレーを使用しましょう
⑥野外活動後は入浴し、マダニに咬まれていないか確認しましょう
　 �特に、わきの下、足の付け根、手首、ひざの裏、胸の下、頭部（髪の毛の中）
など

⑦上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしましょう

【ダニに咬まれた時の対処法】
① �吸血中のマダニに気付いたときは、無理に引き抜こうとせず、医療機関（皮膚科など）で処
置（マダニの除去、洗浄など）をしてもらいましょう

② �マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意し、発熱等の症状が出た場合は医療
機関を受診してください。その際、医師に「野外活動の日付や場所、発症前の行動」を伝え
てください

お問い合わせ／健康推進課（☎63・3801）

ダニ媒介性疾患に注意しましょう

〜マダニの活動が活発になっています〜

〈マダニ〉
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　谷村 陽一

比井駐在所
　　岸田 國弘
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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だ
さ
い
。

○
　
ロ
ト
６
の
当
選
番
号
や
必
ず
勝
て
る
競
走
馬
情
報

を
教
え
ま
す
。

○
　
□
□
警
察
署
の
△
△
で
す
が
、あ
な
た
の
銀
行
口
座

が
不
正
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
　
有
料
サ
イ
ト
料
が
未
納
で
す
。

○
　
融
資
を
受
け
る
前
に
保
証
金
を
払
っ
て
。

○
　
パン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
　
高
値
で
買
い
取
り
ま
す
か
ら
、私
の
代
わ
り
に
社

債
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
　
昔
に
投
資
し
た
損
害
を
取
り
戻
せ
ま
す
。

怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
は
、

＃
９
１
１
０

ま
た
は

御
坊
警
察
署

（
☎
２
３・
０
１
１
０
）

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に

　
　
　

  

注
意
！

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！

　
　
　  

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
！
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

歌
会
に
入
り
し
吾
は
彼
の
人
に
前
田
す
づ
子
の
歌
集
を
賜た

び
ぬ

田
坂　

行
曠

雨
あ
が
り
砥
園
囃
子
に
風
そ
よ
ぎ
浴
衣
姿
の
若
者
素
敵

米
倉
眞
佐
美

万
緑
の
山
の
裾
野
の
青
田
風
独
り
占
め
し
て
一
日
始
ま
る

奥
田　

房
子

放
漫
も
静せ
い

謐ひ
つ

も
あ
れ
蝉
し
ぐ
れ
ひ
と
つ
韻
き
と
な
り
て
降
り
く
る

和
田　

路
子

震
災
後
六
年
過
ぎ
し
も
東
北
の
復
興
の
実じ
つ

ま
だ
ま
だ
遠
し

玉
井
か
を
る

筏
師
の
永
く
あ
る
い
た
山
の
路
今
は
静
か
な
北
山
村
恋
う

中
西　
　

優

青
空
が
急
に
曇
り
て
に
わ
か
雨
掘
り
か
け
た
馬
鈴
薯
籠
に
投
げ
込
む

庵
戸
眞
知
子

体
温
計
血
圧
計
を
傍
に
置
き
一
ヶ
月
余
を
ひ
っ
そ
り
暮
ら
す

曽
根　

邦
子

老
い
ゆ
き
て
先
は
ど
う
な
る
事
や
ら
と
何
は
と
も
あ
れ
一
日
一
生

中　

て
る
み

ボ
ー
ル
打
つ
時
に
笑
は
せ
和
ま
せ
し
武
内
さ
ん
の
声
も
う
聞
け
ず

仲
田
美
智
子

花
び
ら
の
縁
に
紅
さ
す
舞ま
い
ひ
れ
ん

妃
蓮
ゆ
う
ら
り
ゆ
ら
り
陽
を
受
け
て
い
る

小
山　

和
代

香
り
降
り
槇
の
梢
に
茂
る
を
知
る
春
秋
重
ね
し
風
蘭
愛
し

那
須　

久
枝

朝
八
時
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
に
豹
柄
パ
ン
ツ
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
病
院
更
衣
棟

深
海
三
千
代

筆
持
ち
て
左
右
の
眉
が
揃
う
と
き
い
つ
も
の
吾
を
越
え
て
い
け
そ
う

鍵
本　

和
代

海
山
に
か
け
走
り
た
る
若
人
の
姿
ま
ば
ゆ
し
は
ば
た
け
未
来
へ

亀
井
て
る
代

※ 現在、絵画のテーマ、何歳児の園児が展示するかは、未定
となっています。

　 決まりましたら、広報や文字放送等でお知らせします。

保育園児の絵画展示のお知らせ

休館日のお知らせ お問い合わせは����
9月26日（火）
10月3日（火）、10日（火）、17日（火）、
24日（火）、31日（火）

となっています。

産業建設課
☎６３･３８０６

温泉館「海の里」みちしおの湯
☎６４･２６２６

町内の保育園児が描いた絵をリラクゼーションコーナー（和室）にて展示します。
みなさまお誘い合わせのうえ、ご来館ください。

　10月14日（土）～10月29日（日）
　志賀保育所の園児の作品



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
17
日（
火
）
　13
時
〜
16
時

　

﹇
費
用
﹈無
料

●
10
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

●
2
日（
月
）

﹇
対
象
﹈H
29
年
5
月
1
日
〜
6
月
15
日
生

　
　
　H
28
年
11
月
1
日
〜
12
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

●
26
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
27
年
2
月
〜
4
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

2

歳

児

健

診

2

歳

児

健

診

日

高

町

中

央

公

民

館

産

湯

海

水

浴

場

●
17
日（
火
）
　10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
17
日（
火
）
　11
時
30
分
〜
15
時

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等

運

動

教

室

運

動

教

室

●
14
日（
土
）

﹇
時
間
﹈11
時
〜

ク

エ
・
フ

ェ

ア

ク

エ
・
フ

ェ

ア
※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。
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☆日高町健康ウォーキングを開催します☆
生活習慣病を予防するためには、歩くことを日常生活に取り入れるなどの運動習慣を身につけることが重要
です。皆様、ふるってご参加ください。
　日　　時　：　10月22日（日）　�　　�8時30分～　※小雨決行。荒天の場合は中止します。
　集合場所　：　日高町中央公民館前�　8時30分～ 9時までに受付をしてくだい。
　内　　容　：　運動指導士による運動講座
　　　　　　　　ウォーキング（日高町役場～誕生院までの約4.5km）
　　　　　　　　※ウォーキング終了後、誕生院住職による講話もあります。
　　　　　　　　　お帰りはバスで役場までお送りします。
　募集人員　：　50人程度
　申し込み　：　役場健康推進課（☎63・3801）まで
　　　　　　　　※10月16日（月）までにお申し込みください。
　　　　　　　　　また、申し込み時には住所、氏名、年齢、電話番号をお聞きします。
　留 意 点　：　�当日は万全な体調のもとでご参加願います。万一、事故が発生した場合は、契約保険の範囲

内および救急・医療機関への連絡の対応は致しますが、それ以外の責任は負いかねますの
で、ご了承願います。
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11/1 2 3 4

25 26 27 28

18 19 2120

11 12 14138 9 10

29 30 31

22 23 24

15 16 17

10/1 2 3 4 5 6 7

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2017年10月
October

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （萩原・荊木・駅前）

・粗大ごみ
 （池田・東光寺・内ノ畑・
原谷）

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）
・運動教室※
 （中央公民館）
・おはなしの会※
 （中央公民館）

・2歳児健診※
 （対象：H27年2月～
4月生）
（ふれあいセンター）

・小型プラスチックごみ

・複雑ごみ

・クエフェア※
 （産湯海水浴場駐車場）

・資源ごみ

・資源ごみ

・国民健康保険税
 第5期分納期限
・後期高齢者医療保険料
 第4期分納期限
・介護保険料
 第4期分納期限

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H29年5月1日～
6月15日生、H28年11月
1日～12月15日生）
（ふれあいセンター）
・国民健康保険税
 第4期分納期限
・後期高齢者医療保険料
 第3期分納期限

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

体育の日

HDK3-098
長方形
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6
4
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2
1
3
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歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
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日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0
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8
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3
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0
51（
代
）

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。　vol.2

中学校編

TOWN information

町の人口と世帯

平成29年8月31日現在
人　口 7,930人
　男 3,832人
　女 4,098人
世帯数 3,123戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

忍耐強く取り組む姿勢を
大事にしています

　日高中学校卓球部では、1,2年生合わ
せて32人の生徒が現在活動しており、体
育館の卓球場で練習に励んでいます。

　活動では、コートを使って練習する子
とボールを集める子が互いに交代しな
がら、明るい雰囲気で練習しています。
　顧問の先生は、「忍耐強く、互いに協
力して取り組む姿勢を大事にしていま
す。活動では基礎練習を中心に技術を
向上させ、団体・個人両方で県大会を
目指しています。」と話してくれました。

卓球部
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